
. 

ウ
ヘ

l
ウ
マ

寛
永
の
末
年
か
ら
十
村
役
を
勤
め
た
。
二
代
上
野
、

鹿
安
四
年
突
の
跡
組
を
裁
許
し
、
寛
文
七
年
浦
野
事

件
に
座
し
、
コ
一
周
サ
九
日
獄
中
で
残
し
た
。

ウ
へ
・
ノ
シ
ン
上
野
新
石
川
郡
石
浦
庄
に
鹿
す

る
都
務
0
.
寛
永
九
年
辰
巳
水
道
を
逝
じ
、
そ
の
徐
水

を
以
で
上
野
村
を
新
関
し
た
が
、
延
費
六
年
か
ら
上

野
新
村
と
帯
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ウ
へ
ノ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ
上
野
八
幡
締
結

金
簿
上
野
町
議
の
産
土
紳
で
、
殴
作
所
萄
記
に
、
『
私

共
在
所
八
幡
宮
、
跡
々
よ
り
預
h
申
度
と
申
仁
も
御

座
候
へ
共
、
前
主
を
立
申
候
へ
ば
、
人
寄
多
御
座
候

に
付
、
耕
作
英
外
何
角
に
付
、
百
姓
共
勝
手
思
殿
御

座
候
故
、
只
今
迄
何
方
に
も
預
け
不
申
候
。
以
上
。

元
旅
十
三
年
六
用
上
野
新
村
百
姓
漣
判
』
と
見
え
る
。

こ
の
後
山
伏
留
王
寺
が
奉
仕
し
た
が
、
明
治
元
年
前

仰
混
荷
鹿
止
の
後
復
飾
し
、
大
弁
修
理
と
稽
し
て
耐

酸
と
な
っ
た
。

ウ
へ
ノ
ハ
ツ
ケ
イ
上
野
八
景
金
棒
小
立
野
の

郊
端
上
野
附
近
の
八
勝
を
、
明
治
七
年
奥
村
策
通
・

狩
谷
竹
靭
等
の
選
定
し
た
も
の
で
、
硫
峯
タ
麗
・
戸

室
淡
煙
・
牛
坂
行
人
・
蹄
水
晩
釣
・
弱
松
鎗
鋭
・
越
嶺
謹

望
・
鈴
見
田
夫
・
鶴
間
蛍
火
こ
れ
で
あ
る
。

ウ
へ
ノ
ベ
ツ
シ
ヨ
上
野
別
竪
↓
ホ

y
ゴ
ウ
テ

イ
本
郷
邸
。

ウ
へ
ノ
ホ
ウ
リ
ヨ
ウ
上
野
法
梁
鳳
至
郡
輪
島

に
在
っ
た
提
宗
東
夜
長
築
寺
の
備
。
東
海
院
と
稽
し
、

明
治
七
年
六
周
十
五
日
六
十
七
歳
を
以
て
寂
。
大
正

十
三
年
擬
識
を
賠
ら
れ
た
。

ウ
へ
ノ
マ
チ
上
野
町
金
揮
の
町
名
。
元
は
上

野
新
の
村
地
で
、
小
・
克
野
新
町
と
呼
ん
だ
が
、
文
政

四
年
二
月
郡
地
の
ケ
腕
を
町
曾
腕
支
記
地
と
し
た
時

上
野
町
と
名
付
け
た
。
し
か
し
街
地
所
は
上
野
新
の

ら
れ
た
。

ウ
へ
ハ
ラ
ノ
プ
マ
サ
上
原
信
政
逝
都
清
太
夫
、

鶴
翁
と
践
し
、
幼
よ
h
好
ん
で
字
や
・
習
ひ
、
専
ら
古

慢
に
遁
じ
た
。
年
十
九
に
し
て
初
め
て
師
と
な
h
、

爾
後
子
揚
を
教
授
す
る
も
の
ご
千
人
。
天
保
=
一
年
五

周
十
日
六
十
九
歳
売
以
て
残
し
た
。

ウ
へ
ム
ラ
チ
プ
ザ
エ
モ
ン
上
村
治
部
左
衛
門

初
め
て
前
町
利
家
に
仕
へ
て
四
百
石
脅
領
し
た
。
そ

の
嫡
統
第
六
世
忠
左
衛
門
正
勝
は
百
五
十
石
脅
受
け

た
が
、
明
和
二
年
五
月
逐
電
し
て
断
絶
し
た
。

ウ
へ
ム
ラ
ト
モ
キ
ヨ
上
村
友
湾
金
持
の
白
銀

師
。
遜
務
彦
左
衛
門
。
桑
村
宗
願
の
弟
子
で
、
巧
手

で
あ
っ
た
。

ウ
へ
ム
ラ
マ
ザ
ユ
キ
上
村
正
之
泊
抑
制
久
兵
衛
。

貨
は
奥
力
石
黒
嘉
次
右
衛
門
の
予
で
、
上
村
伊
右
衛

門
の
後
を
受
け
た
。
初
め
幼
少
の
錫
慨
隊
三
の
一
を

緩
い
た
が
、
亭
保
九
年
百
石
に
復
し
、
元
文
四
年
外

作
事
奉
行
と
な
わ
、
貸
出
問
元
年
吸
や
・
除
き
て
謹
雌
を

命
ぜ
ら
れ
、
明
和
三
年
四
月
廿
ご
日
六
十
畿
や
・
以
て

夜
し
た
。
久
兵
衛
は
木
縫
と
焼
し
、
n
H
足
製
造
の
街

に
輸
相
し
〈
、
傍
ら
聡
史
売
好
み
、
従
Mm
壬
巾
よ
ι
り
初

め
て
丁
卦
に
去
る
ま
で
六
年
に
し
て
、
二
十
一
史
八

十
容
を
際
関
し
た
と
い
ふ
。

ウ
へ
ム
ラ
ヨ

9
ア
ツ
上
材
自
厚
金
制
仰
の
白
銀

師
。
遺
構
・
営
右
衛
門
。
自
厚
と
刻
す
る
が
恐
ら
〈
自

厚
で
あ
ら
号
。
設
を
後
藤
久
滑
に
製
び
、
問
屋
町
に

住
し
て
ゐ
た
。

ウ
ヘ
ヤ
マ
上
山
河
北
部
揚
滴
郷
に
鴎
す
る
部

務。
ウ
ホ
ウ
イ
ン
雨
賓
院
金
禄
千
日
町
に
在
っ
て
、

提
言
宗
に
邸
し
、
千
日
山
と
も
翻
智
山
と
も
稽
す

る
。
究
機
四
年
雄
勢
の
創
立
。
雄
勢
は
寛
永
十
九
年

h
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等
利
盆
の
錦
、
伊
勢
繭
大
跡
宮
を
五
千
日
に
亙
っ
て

供
養
し
奉
っ
た
。
そ
の
腕
を
千
目
録
と
言
っ
て
今
も

存
ず
る
。
千
日
塚
も
千
日
山
も
五
千
日
を
省
略
し
た

の
で
あ
ら
号
。
陵
安
一
一
年
三
月
サ
一
日
雄
勢
九
十
六

歳
で
鑓
化
し
た
。

ウ
ポ
タ
宇
牧

牧
。
ウ
マ
ア
ラ
ヒ

4
タ
チ
ヤ
ウ
ポ
タ

館
屋
宇

八
O 

馬

洗

射

初

。

ウ
マ
イ
チ
馬
市
浅
野
川
閥
助
馬
場
に
於
い
て

加
熊
越
領
内
の
路
市
青
開
い
た
こ
と
が
あ
る
。
高
治

三
年
七
月
サ
五
日
の
文
替
に
、
来
入
月
朔
日
か
ら
例

年
の
如
〈
浅
野
川
路
市
場
を
関
〈
か
ら
、
三
歳
よ
均

六
歳
ま
で
の
も
の
や
.
、
十
村
一
手
合
切
に
引
出
す
や

う
に
と
あ
る
。
次
い
で
元
旅
五
年
八
周
一
日
附
の
馬

市
場
制
札
に
は
.
『
詰
年
八
月
朔
日
よ
b
九
眉
ご
十
日

そ
限
、
無
僻
怠
路
市
可
・
京
之
。
他
閥
之
博
努
不
来
と

い
ふ
共
、
御
領
凶
之
博
勢
中
と
し
て
、
馬
商
賢
い
た

す
べ
き
事
。
』
以
下
回
僚
が
泡
さ
れ
て
ゐ
た
。
加
越

鵠
銘
記
に
閥
助
馬
場
の
馬
市
を
暴
げ
て
、
そ
の
註
に

『
従
自
他
凶
集
脂
質
貿
之
。
包
他
凶
之
博
努
逗
留

之
間
有
御
技
持
。
』
と
あ
る
。
こ
の
路
市
は
元
隊
十
三

年
の
春
綱
紀
の
命
に
よ
っ
て
今
年
以
後
腹
止
せ
ら
れ

た。

J
イ
ゾ
メ

ウ
マ
ザ
カ
馬
援
金
裸
夫
前
町
か
ら
小
北
野
百

会
女
木
に
迦
ず
る
坂
路
。
加
邦
録
に
、
此
の
坂
昔
は

直
ぐ
に
し
て
峨
し
か
っ
た
。
小
京
野
・
問
弁
村
の
往

来
で
、
草
苅
な
ど
の
馬
遊
で
あ
っ
た
か
ら
高
坂
と
名

づ
け
た
と
あ
る
。
一
歳
に
、
こ
の
坂
穴
折
す
る
が
故

に
、
・
本
名
は
六
曲
h
坂
と
い
っ
た
の
で
あ
る
と
。
或

は
小
京
野
の
輸
に
牛
坂
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
封
し

た
名
で
あ
る
と
も
い
ふ
。

ウ
マ
ザ
カ
マ
チ
馬
坂
町

金
棒
の
醤
町
名
。
馬

め
て
町
家
を
建
て
、
以
後
漸
〈
連
絡
し
た
。
今
夫
前

町
に
毘
す
る
が
家
屋
は
少
い
。

ウ
マ
ダ
シ
ガ
ハ
馬
出
川

4
ミ
ソ
ギ
ガ
ハ
御

蔵
川
。ウ
マ
タ
=
ガ
ハ
馬
谷
川
珠
洲
部
長
橋
領
山
か

ら
流
出
し
、
大
谷
領
で
鵜
飼
川
に
務
合
ふ
。
水
源
か

ら
務
合
ま
で
ご
粁
七
許
。

ウ
マ
ヅ
カ
馬
塚
江
沼
郡
般
地
に
在
る
。
北
陸

道
披
替
に
、
菅
生
石
部
柿
祉
の
前
の
馬
援
は
、
倉
氏

の
時
富
樫
某
が
乗
馬
し
て
紳
前
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の

馬
忽
ち
前
足
脅
折
っ
て
強
ま
な
か
っ
た
。
富
樫
、
軍

陣
に
植
な
し
、
何
ぞ
下
馬
せ
ん
と
て
、
裁
が
馬
の
顕

を
斬
h
祉
内
に
投
棄
し
て
去
っ
た
の
で
、
宮
人
位
外

に
塚
を
築
い
て
之
を
埋
め
た
の
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ

る
。
し
か
し
笈
憩
紀
聞
に
は
、
こ
の
事
を
赴
務
に
肉

〈
に
、
馬
の
首
塚
で
は
な
〈
、
佐
古
四
局
午
日
・
十

一
周
午
日
に
勅
使
が
立
っ
て
御
衣
を
寄
港
せ
ら
れ
一
、

そ
の
時
古
含
紳
次
を
こ
L
に
組
め
て
幣
を
立
て
た
厨

で
、
之
を
底
入
の
跡
事
と
い
っ
た
が
、
今
は
午
の
日

祭
と
い
ふ
と
し
て
ゐ
る
。

ウ
マ
ツ

9

絹
祭

m
羽
咋
郡
鏑
多
耐
祉
に
行
は
れ

る
祭
儀
で
、
十
一
周
申
午
の
日
ハ
午
二
つ
の
用
な
ら

ば
上
午
の
日
〉
に
行
は
れ
た
が
、
今
は
十
こ
且
十
六

日
を
以
て
し
、
鹿
島
郡
鵜
浦
で
捕
へ
た
鵜
を
跡
前
に

準
ま
し
め
る
古
式
の
儀
で
あ
る
。
大
己
負
命
が
高
志

の
北
島
か
ら
航
し
て
鹿
島
都
紳
門
島
に
上
陸
し
給
う

た
時
、
そ
の
地
の
御
門
宇
一
路
古
制
が
鵜
を
捕
へ
て
奉

っ
た
に
起
る
と
い
ふ
。
前
回
利
家
も
こ
の
祭
儀
を
重

ん
じ
、
鵜
捕
に
サ
一
人
の
鵜
舗
認
を
置
き
、
鵜
回
二
段

歩
を
嘗
て
た
。
鵜
祭
の
行
は
れ
る
に
先
だ
ち
、
首
番

の
鵜
鋪
部
三
人
潔
費
し
て
海
俸
の
鵜
揃
盤
に
歪
旬
、

唇
を
以
て
鵜
を
舗
へ
、
徳
に
入
れ
て
背
貨
ひ
、
造
建


